
日本磁気共鳴専門技術者認定機構 

2011 年度第 2 回理事会会議録 
期日：2012 年 1 月 5 日（木）～12 日（木）メール会議 

出席者：梅田雅宏，小倉明夫，菊地克彦，熊代正行 

清水 徹，土`井 司，室伊三男 
［報告事項］ 
1．第 3 回医療安全セミナー開催報告［資料 1］ 

   期 日：2011 年 12 月 10 日（土）9:30～18:10 
   場 所：九州大学病院 MR 検査室 
   参加者：14 人 スタッフ：9 名（機構から 3 名） 
   内 容：講義，体験実習，グループ学習 

2．第 7 回 MR 専門技術者認定試験受験申請者（2011 年 12 月 15 日締切） 

申請者数：167 名  再受験者（書類審査免除）：82 名，初回申請者：85 名 
   初回申請者の申請資格 学術成果：51 名，技師会資格：34 名     

［審議事項］ 

1．書類審査結果（2011 年 12 月 17・24 日に審査） 

   初回申請者：85 名中 書類審査合格者：77 名（90.6%） 
             書類審査不合格者：8 名 

［書類審査不合格者理由］T1 値 T2 値測定結果に不備が認められた（T2 値>T1 値）。 
（1）専門技術者を受験する者として、この結果が不備であることに気が付いて欲しい。 
（2）原因として、PHLIPS 社製装置の特性もあるが、測定溶液濃度（Gd 希釈溶液）が 

濃すぎることにも起因しているように思う。 
［再受験資格について] 

（1）初回申請時の受験資格を再受験の際には、すべて有効とした。 
（2）上記改正によって再受験の混乱（問合せ）が激減した。 

※ 第 7 回 MR 専門技術者認定試験受験資格者：159 名    

2．認定研究会の状況 

現在 48 団体を認定（2011 年になって 3 件） ホームページ参照 

3．第 7 回認定試験作成委員会（2012 年 1 月 14 日 13:00～17:00）技術学会東京事務所 

委員長 小倉 明夫（京都市立病院）：性能評価，アーチファクト 
  委 員 尾崎正則（北里大学医療衛生学部）：基礎物理 

北川 久（東京慈恵会医科大学青戸病院）：撮像技術 
高橋俊行（昭和大学藤が丘病院）：読影技術 
高橋光幸（横浜栄共済病院）：臨床応用 
清水 徹（GE ヘルスケアジャパン）：保守点検，精度管理，安全性 
原田邦明（札幌医科大学）：撮像原理 
米山正己（八重洲クリニック）：解剖 
渡辺靖志（東京大学医学部附属病院）：応用技術 



（1）解答方法は正答数を問題中に記し、全問正答すれば点を与える。 
（2）各自作成した問題を提示し、問題文と解答肢に問題がないかを検討する。 
（3）検討した問題は委員長が最終的にまとめ認定試験問題を作成する。 
  2012 年 2 月 10 日までに作成し印刷を依頼する（試験問題は直接鶴見大学に郵送）。 

4．第 7 回認定試験のスケジュールの確認 

（1）試験準備：2012 年 3 月 3 日（土）17:00 ～ 19:00 
    鶴見大学会館 横浜市鶴見区鶴見 2-1-3 TEL：045-581-1001 

1） 試験会場の確認（メインホール，サブホール，第三会議室）と準備 
2） 受験者受付方法・プロジェクタの確認 
3）役割分担と進行方法の確認 

（2）認定試験･更新講習会：2011 年 3 月 4 日（日）9:00 ～ 18:00 
    認定試験：鶴見大学会館（認定試験：159 名，更新講習会：約 30 名） 

 10:10～11:00 筆記試験（1）基礎物理，撮像技術，応用技術，読影技術 
11:10～12:00 安全管理講習会（1）人体への影響［梅田］ 

     13:00～13:50 安全管理講習会（2）MR 装置の安全性とその対策［荻野］ 
     14:00～14:50 筆記試験（2）保守管理，安全性，アーチファクト，解剖 

＜更新者のみ＞14:00～14:30 安全管理講習会（3）MR 検査の事故の実態［土`井］ 
採点集計作業：11:00～18:00 

（3）第 2 回認定者の更新認定と第 1 回更新者の上級 MR 専門技師への追認：10:15～11:00 
    MR 専門技術者更新申請書の確認 

MR 専門技術者更新のための個人票のポイントの確認 
上級 MR 専門技術者と MR 専門技術者の更新認定 

5．MR 専門技術者活動 

   推奨撮像条件の更新：各地位域に再検討を依頼，2012 年中の改訂を目標にする。 
第 1 回委員会が終了した地域：関東 
2012 年 3 月までに予定をしている地域：甲信越，中部，近畿 

6．MR 安全管理セミナーの来年度の開催地の検討 

   東京もしくは関東地区で 2012 年 12 月の開催を検討する。 
2012 年度第 1 回理事会までに開催地を決定する。 

7．MR 専門技術者の評価 

放射線技術学会学術調査研究班で専門技術者の存在の有無と MR検査に関わる事故と

の関係について分析中である。 

8．特定非営利活動（NPO）法人設立の進捗状況 

   第 7 回認定試験時までに登記を済ませられる予定で進捗している。 

9．2011 年度第 3 回理事会 

   2012 年 3 月中旬に京都の事務所で開催する。 
   議案：認定試験結果の承認 
      2012 年度の活動計画の承認 

以上 


